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u = qz1  (1)
ここで、u は効用、q は土地の消費量、z は合成財の消費量である。




Y  cx+ pz +R(x)q (2)
Tc  tx+ az (3)
１つ目の式は、消費者の予算制約を表している。Y は消費者の可処分
所得、pは合成財の価格を表す。*2xは CBDからの距離を表し、R(x)は
x に応じた地代である。x は、都市の最も外側の境界の CBD からの距








































zT < zY , Tc   tx
a
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   (Y   cx) 1
i
(11)
農業地代の条件 RA = R(x)による地代の式を前述の地代関数と連立
し、xと u 1 を求める。
RA =


























































p1 (cN + hRA) 














































































































予算制約下の均衡において、金銭的交通コスト c の変化は、x <
NY
c(+N)hRA
のときは正に、x > NYc(+N)hRA のときは負に変化さ
せる。 

















































































































































































































































農業地代の条件 RA = R(x)より、次の関係が成り立つ。
RA = R(x) =






c   (Tc   tx) 1 
i (50)
3.2.1 RA = 0の場合の均衡と比較静学分析














































































































=  Nt(Tc   tx)
1 2




































tによる変化は、f(x)  [a(Y cx) p(Tc tx)]txa(Y cx)Tc p(Tc tx)2 とすると、 > f(x)の
13
ときは正、 < f(x)のときは負となる。f(0) = 0 かつ f(x) 2 [0; 1)で









c であるので、0 < x <
Tc
t のとき
は負の方向に、Tct < x <
Tc
t のときは正の方向に変化する。



























































































































労働時間を含めた総可処分時間を T0、賃金率を w とすると、所得 Y
を書き換えることができる。
Y = w(T0   Tc) (73)
これを用いると、制約を１つの式の形で表すことができる。
































































RA = R(x) =






























































(aw + p)1 (wNt+ hRA) 
比較静学分析の結果は次にまとめたようになる。
18















































































































































































































































3.3.3 都市内効用水準 u の比較静学分析
u =
(1  )1 hwT0

















































(1  )1 hT0 [(1 + )wNtp+ 2aw(2wNt+ hRA) + phRA]













































表 1 地代関数 R(x)の比較静学分析の結果一覧
予算制約 時間制約 (RA = 0) 完全調整
@R(x)
@a 0 + 0
@R(x)








@h - - -
@R(x)





@x - - -
@R(x)
@c +/- - 0
@R(x)
@p 0 - 0
@R(x)
@w N/A N/A +
@R(x)















表 2 都市の境界 xの比較静学分析の結果一覧
予算制約 時間制約 (RA = 0) 完全調整
@x
@a 0 0 0
@x








@h - 0 -
@x





@c (-) 0 0
@x
@p 0 0 0
@x
@w N/A N/A +
@x















表 3 都市内の効用水準 uの比較静学分析の結果一覧
予算制約 時間制約 (RA = 0) 完全調整
@u
@a 0 - -
@u








@h + + +
@u





@c - 0 0
@u
@p - 0 -
@u
@w N/A N/A +
@u
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